
     堂島チェリートマト 産地拡大に向けて 
活動期間：平成２５年～ 

○ 福島県喜多方地域のミニトマトは、「堂島チェリートマト」の名で栽培され、 
 近年、生産者の高齢化や後継者不足等による労力不足の問題がある一方、 
 ２０～４０代のＵターンや新規参入者が増えており、産地の拡大・維持には、          
 新規栽培者の確保及び技術向上、労力軽減対策が必要であった。 
○ 福島県会津農林事務所喜多方農業普及所（以下、普及所という。）では、 
 新規栽培者の確保・育成のための関係機関と連携した地域体制の構築、 
 選果・調整における労力軽減対策（バラ詰め出荷）に取り組んだ。 
○ その結果、新規栽培者の増加（過去５年で１３名）及び栽培面積が増加 
 （約１１％）。また、選果・調整の労力軽減対策により、労働時間が慣行の６ 
 ０％程度となった。 

具体的な成果 

１ 新規生産者の受入体制の構築 

 関係機関毎の役割の明確化、サポート体
制を整備。高齢等で作付けを中止する生産
者はいるものの栽培面積は徐々に拡大。 
・新規栽培者１３名（平成２３～２７年） 
・栽培面積（ha）１１％増加 
 
 
 
 
 
 

２ 若手中心の組織の設立 
 若手生産者を中心とした「JA会津いいで
チェリートマト部会研究会」が設立。 
  

３ 選果調整作業の労力軽減 
 従来より労働時間及び資材コストが減少。 

普及指導員の活動 

■平成２５年～ 
１ 新規生産者の受入の体制を構築するた
め、普及所、市町村、JA等の関係機関から
なる会議を開催し、体制構築に向けた意識
統一を図る。 

２ 普及所から産地に対して、新規生産者
等の若手を中心とした部会組織の設立を働
きかけ、新規栽培者等の生産技術向上の
体制を構築。 
 
 
 
 

３ パック詰め作業等で労力がかかる選果
調整作業に対して、バラ出荷の試験を実施。 

普及指導員だからできたこと 

 地域のパイプ役として関係機関（市町村、
JA等）及び生産者の意識統一を行ったこと

で、新規生産者の受入体制や若手中心の
研究会などの地域の活性化や出荷試験等
につながった。 

別紙「ＰＲ資料作成上の留意点」（概要資料） 

福島県 

生産者 うち新規 栽培面積 販売額

数（名） （名） （ha） （万円）

Ｈ23 58 2 6.3 22,657

Ｈ24 61 5 6.6 19,750

Ｈ25 61 4 7.2 23,334

Ｈ26 53 1 6.8 21,120

Ｈ27 53 1 7 23,985

年度

表　年度別概要（JA会津いいで販売実績より）

パック詰め
（従来）

バラ詰め

労働時間 100 60
資材コスト 100 40
パック詰め（従来）100とした。

表　労働時間とバラ出荷の労力とコストの比較
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既存生産者による研修会 

福島県 

堂島チェリートマト 産地の拡大に向けて 

 

活動期間：平成２５年度～継続中 

 

１．取組の背景 

福島県喜多方地域のミニトマトは、「堂島チェリートマト」の名で昭和５

５年頃から栽培が始まり、喜多方市塩川町を中心に平成２７年は７．０ｈａ、

５３名で生産されている。しかしながら、収穫、選果作業の労力不足や生産

者の高齢化及び後継者不足等といった課題を抱えている。 

一方で、近年、２０～４０代のＵターンや新規参入の若手生産者が出てい

るなど新たな動きが出ている。 

そこで、福島県会津農林事務所喜多方農業普及所（以下、普及所とする。）

として、産地の維持・拡大を図るため、新規生産者の確保及び技術向上、労

力軽減対策について取り組むこととした。 

 

２．活動内容（詳細） 

（１）新規生産者の確保 

   産地が一丸となった新規生産者の受け入れ体制を構築するために、普及

所、市町村、ＪＡ等の関係機関からなる営農対策連携会議を開催し、各機

関との意見交換を通じて、受け入れ体制構築に向けた意識の統一を図った。 

（２）新規生産者などの生産技術の向上 

   普及所から新規生産者、若手の生産者、後継

者といった若手を中心とした部会の組織の設立

を産地に対して働きかけを行い、地域が一体と

なった新規生産者等の生産技術向上の体制の構

築を図った。 

（３）労力軽減対策 

   当地域の出荷調整は個別選果であり、出荷ピ

ーク時には作業が深夜にまで及んでいた現状

から、労力軽減対策としてバラ出荷体制の検討

（パックから段ボール出荷の変更、費用や労働時間の調査等）を行った。 

 

３．具体的な成果（詳細） 

（１）新規生産者の確保 

   営農対策連携会議の開催によって受け入れ体制の構築に向けた産地の意

識統一が図られ、各分科会（担い手分科会、園芸分科会）を通じて、普及

所、市、ＪＡで役割分担を行い、新規生産者の受入、サポート体制が整備

された。さらに、高齢等を理由に作付けを中止する生産者はいるものの、

近年では、新規生産者が増加し（過去５年で１３名）、栽培面積は徐々に

増加傾向（平成２３年：６．３ｈａ→平成２７年：７ｈａ）となっている。 
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喜多方地域における新規生産者のサポート体制 

研究会による比較試験 

 

図 パック詰めとバラ出荷の資材費 

と労働時間の比較 

※パック詰め（通常）を 100とした 

バラ出荷される

チェリートマト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）新規生産などの生産技術の向上 

   普及所からの働きかけにより、栽培技術

の向上と会員同士の親睦を主な目的とした

新規生産者、若手生産者等の２１名からな

る「ＪＡ会津いいでチェリートマト部会研

究会」が設立された（平成２５年１月）。

この研究会の設立によって、肥料や品種の

比較試験、視察研修の開催といった会員の

技術向上のための活動だけでなく、イベン

トへの出店による新規生産者の掘り起こし

等の産地の活性化に向けた活動も展開され

た。 

（３）労力軽減対策 

   選果・調整作業における労力軽減対策として、バラ出荷を試験的に実施

したところ、バラ出荷体系では、パック詰め作業がなくなったことで労働

時間がパック詰め体系の６０％程度、資材費についてもパック詰め体系の

４０％程度となり、省力・コスト低減につながった。さらに、栽培年数の

浅い生産者や人手不足の生産者からは好評で、継続を臨む声があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就農相談 分科会の開催 

補助事業・各種支援制度 

技術指導 

技術指導 

（受入研修） 

補助事業（ハウス等） 

技術指導 

農産物販売 

新規 

生産者 

研修受入 

農家 

普及所 

ＪＡ 

就農相談 

就農計画作成支援 

新規就農者認定 

市町村 
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４．農家等からの評価・コメント（喜多方市・鈴木淳一氏） 
歴史ある産地であり、この産地を維持、拡大していくためにも、若い生産

者が必要である。また、既存生産者がさらに規模拡大するためには、労力軽

減が課題のひとつとなっている。 

近年、新規生産者が増えており、就農前１年間の研修受け入れや、新規生

産者をサポートする体制ができている。新規生産者には、研究会活動や既存

生産者からのアドバイスにより技術や知識を身に着け、今後の産地の中心と

なる生産者となることを期待している。 

 

５．普及指導員のコメント 

 （会津農林事務所喜多方農業普及所・技師・黒澤友佳） 

会津地域は米の産地であるが、近年の米価下落もあり、当普及所ではアス

パラガスやきゅうり、チェリートマト等の園芸品目を推進している。 

このような中で、管内ではチェリートマトの新規生産者が増加しており、

就農するまでの研修など、既存生産者、市町村、ＪＡ、普及所によるサポー

ト体制が構築されたことが、成果につながったと考える。 

また、部会青年部にあたる研究会は活発に活動をしており、これからの産

地を担う若い生産者同士のつながりができている。 

チェリートマトは収穫、選別に時間、労力ともにかかり、規模拡大の阻害

要因のひとつとなっているため、共選場の導入や出荷形態の検討等、労力軽

減が今後の課題である。 

 

６．現状・今後の展開等 

新規生産者が栽培を始めやすく、続けやすい環境づくりをさらに進めるた

め、受入体制の改善や研究会活動の活性化を図る。 

既存生産者の生産意識の向上を図り、目標単収６，０００ｋｇを目指す。 
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